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 本論文は、以下の 6 章から構成されている。 
第 1 章は、本論文の目的や方法を提示し、研究の背景や問題の所在、本論文に関連する
先行研究を整理している。 
















































 第 6 章は、以上の章から得られた知見を整理し、プーリアにおける都市の発展段階にお
ける建築類型や空間形成の特徴を明らかにしながら、それらの都市を存立させている後背
地での産業、特に農業との関連性が作り出したテリトーリオの空間構造を指摘した。 
本論文で得られた知見や提示した視点は、一つの都市の形成過程を追う従来の都市史の
枠にとどまるものではなく、都市間の連帯や周辺地域、テリトーリオとの関連のなかで、
都市空間の形成を理解するという新たな研究領域への発展性を提示するものであると言え
る。 
 
２．審査結果の要旨 
 
本論文は、南イタリアのプーリア州を対象として、道路や敷地、建築などによって構成
される都市空間と、都市の存立基盤となる生産業と結びついた周辺地域（テリトーリオ）
の空間構造の形成過程を明らかにしたものである。建築単体の分析を通して都市の形成過
程を考察しただけでなく、その背景としての周辺地域の空間構成との関連性も明らかにし、
建築史の分野にテリトーリオ研究という新たな地平を切り拓くという野心的な試みである。
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しかも、一次史料と実測調査にもとづく考察はオリジナリティが高いものである。主な成
果は以下のとおりである。 
 
１．従来のモニュメントを中心に扱った建築史、民家研究、都市形態論、個別の都市にお
ける郷土史など、それぞれの研究領域で分析、考察されてきたプーリア州の歴史的な建築
と都市を、田園地域での農業生産や都市の立地条件などの視点から捉え直すことによって、
プーリア州の空間形成の全体像を歴史的なパースペクティブのなかで示した。 
 
2．都市の大部分を構成しているのにもかかわらず、文字史料として残されることの少ない
住宅の空間構成については、実測調査でそのデータを収集し、建築類型学的手法を用いて
分析することで住空間の変遷を解明し、近代以降の不動産登記台帳を補助線にすることで、
所有形態や用途についても、実体と比較しながら具体的な検証を行った。 
 
3．抽出した類型の分布傾向を分析するとともに、街路構成や街区形態から都市形成におけ
る計画性の有無や建設年代が判明している都市施設（教会や修道院、邸宅）の立地などか
ら、都市の形成過程を解明し、都市組織が重層する都市、計画性を持った都市拡大のなか
で都市組織の継承が見られる都市、全く新しい都市組織を持って拡大する都市という三つ
の都市発展パターンの存在を示した。 
 
4．田園地域については、近代以前の不動産財産目録や古地図など用いて、農作物の品目や
作付面積などを分析することで、それぞれの都市を支える産業構造を明らかにした。さら
に、南イタリアに支配的な大土地所有制による農場経営のあり方が背景にあることを示し、
前述の住宅類型から都市内に零細農民が多く居住していた実態を解明し、社会学や経済学、
農業史学において示されていた論点を、空間に現れる南イタリア都市の特質として提示し
た。 
 
南イタリアのプーリア州を対象とした本論文は、建築史研究の分野にありながら、分野横
断的なアプローチにより、テリトーリオという新たな視点を提示し、都市史研究の分野に
大きな貢献をなすものと言える。よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が
博士（工学）の学位に値するという結論に達した。 
